
　 車)依 頼 伝 票 に記 載 す る な ど して管 理 す る必 要 が あ る。

○　 登録 処 理

　 　 条 件 に合 致 した 情 報 が 無 く,自 協同 組 合 等 の条 件 も変 更 で きない

　 場 合,あ る いは 条 件 変 更 後 も該 当す る情 報 が得 られ な い な どの場 合

　 には,斡 旋 処 理 を や め るか,登 録 を行 って 他 の協 同 組 合 等 か らの斡

　 旋 を待 つ とい う方 法 が選 択 で きる。

　 　登 録 を した場 合,求 荷 情 報 は 求荷 ファイルへ,求 車情報 は求車 ファイル

　 へそ れ ぞれ 蓄 積 され る。 この場 合,不 足情 報 は参 加 事 業 マ ス ター,

　 車両 マス ター を参 照 して移 送 す る。 これ ら 作成 され た フ ァイル は,

　 他協 同組 合 等 か ら斡旋 情 報 検 索 処理時 に 使 用 され る。

　 　登 録 処理 を した場 合,中 央 セ ンター の コ ン ピ ュー タ よ り受 付 番 号

　 の表 示 が ある の で,配 車担 当者 は求荷 ある いは 求車 依 頼 伝票 に この

　 受付 番号 を記 載 してお か なけ れ ば な らな い。

　 　 また この登 録 処 理 を行 う場 合,協 同 組 合 等 は回 答 期 限 を 入 力 す る

　必 要 が あ る。 この 回 答期 限(年 月 日時)は 斡 旋 情 報 検 索 処 理 の対 象

　 とな る情報 か 否 か とい う目安 に なる情 報 で ある。 回 答期 限 は 必 ず入

　 力 し なけれ ば な らな い情 報 では な く,入 力 され な い場 合 は輸 送 日時

　 を回 答期 限 と見 な して 処 理 を行 う。

○　斡 旋 処理

　 　配 車 担 当者 は端 末 装 置 に 表示 され た 斡 旋 情 報 を選 択 した場 合,直

　ち に選 択 した協 同 組 合等 へ 電話 連 絡 を行 い,積 込 場 所,積 込 手段,

　要 員,運 賃 等 の 詳 細 事項 を詰 め る。 双方 の話 合 いで斡 旋 が 成 立 した

　場合 は,そ の 旨端末 装 置 より中央 セ ン ター へ 入 力す る。 この 中央 セ

　 ンタ ーへ の 斡 旋 の 入 力 は 双 方 の協 同組 合 等 で行 う必 要 は な く,斡 旋

　情報 を 選択 し,電 話 連 絡 を 行 った協 同組 合 等 が 双方 の受 付 番 号 を入

　力 す る こと とな る。 中央 セ ン ターの コ ン ピュー タは この 斡 旋情 報 に

　基 づ き,当 該 求荷 及 び求 車 情報 を ドッキ ング フ ァイ ル に 蓄 積 す る。
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　 協 同 組合 等 同志 の 話合 い で斡 旋 が不 成 立 に終 っ た場合 は,他 の斡

旋 情 報 を 選 択す る か,条 件 を変 更 す るか,登 録 す るか,あ る い は斡

旋 処 理 を 中止 す る かの いず れか の 処置 を とる必 要 が あ る。

求　荷　情　報 求　車　情　報 輸 輸 ド

ツ

受 協 組 車 受 協 組 貨
送 送

キ

付
同
組 合

口
両 付

同
組 合

口
物 区 日

ン

番
合
等
情

景

情 情 番
合
等
情

貝

情
情

グ

号 報 報 報 号 報 報 報 間 時 日

図4-11　 ドッキングファイル

　　 ドッキ ン グ フ ァ イルの求 荷 情報,求 車 情報 は求 荷 フ ァイ ル,求 車

　 フ ァ イル ある い は斡 旋 情 報 検 索処 理 で 入 力 され た求 荷情 報,求 車 情

　 報 をそ れぞ れ 移 送 す る。 輸 送 区 間,輸 送 日時 は求 車 情報 の もの を優

　 先 して移 送 す る。

○　 キャ ン セル処 理

　　 す で に登 録 され て い る未 斡 旋成 立 情 報 に関 して,協 同組 合 等 の 端

　 末 装 置 か らの キ ャン セル情 報(キ ャ ンセ ルす る とい う情 報 及 び 受 付

　 番 号 だ け入 力 す れ ば よい)に 基 づ き,キ ャン セル処 理 を施 す。

　　 キ ャ ンセ ル処 理 は 当該求 荷 ある い は求 車 情 報 が蓄 積 され て い る求

　 荷 フ ァ イル,求 車 フ ァイル の 「キ ャ ン セル標 識 」 を オ ンにす る だ げ

　 で ある。 キ ャ ンセ ル された 求 荷 ・求車 情 報 は 当然 の事 なが ら,斡 旋

　 情 報検 索 処 理 の 対 象か ら外 され る。

　　 なお,受 付 番 号 が 分 らな い場 合 は,協 同組 合 等 コー ドを入 力 す る

　 こ とに よ り現 時 点 ま でに 登録 処 理 を行 ったす べて の情 報 が 端末 装 置

　 に表 示 さ れ る の で,こ れ を参 照す る こ とに よ り受 付番 号 を知 る こ と
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●

　 が で き る。

　 　 ま た,す で に斡 旋 が成 立 し,ド ッキ ン グ ファイ ルに 移行 した情 報

　 に 関 しての キ ャ ンセル は原 則 と して 認 め ない。 協 同 組合 等 と中 央 セ

　 ン ター で電話 連 絡 な どを行 い,運 用 で カ バーす る よ う配 慮 す べ きで

　 あ る。

○　 輸 送状 況 入 力処 理

　 　 共 同輸送 の斡 旋成 立 後 の 輸送状 況 を 中央 セ ン ターの コ ン ピュー タ

　 で一 括 把 握 す る た め,貨 物 提 供協1司組 合 等 は車 両が 発地 を 出発 した

　 時 点 で,車 両提 供 協 同組合 等 は 車両 が着 地 に到 着 し,輸 送 が 完 了 し

　 た時 点 で それ ぞ れ の端 末 装 置 よ り輸 送 状況 を入 力す る必要 が あ る。

　 　 入 力情 報 は 受付 番 号,輸 送状 況 等 で あ る。

　 　 この処 理 に よ って 得 られ た輸送 状況 情 報 は,輸 送 完 了確 認 の ため

　 に使 用 され る とと もに,輸 送 状況 照会 処理 で利 用 され る。

　 　 図4-12は 共 同輸 送 斡旋 処 理 手 順 図 で あb,説 明 も加 え た。 ま

　 た図4-13は 共 同 輸送 斡旋 処 理 の 流 れ を 図示 した もの で ある。

⑥

輸送状況　　⑧
入力

図4-12　 共 同 輸 送斡 旋 処理 手 順 図
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☆　① 一② 一③

　　　斡旋情報検索処理 において条 件の合致す る情報が得 られなか

　　 った場合,あ るいは得 られて も自協同組合等の詳細 な条件 とは

　　 一致 しないなどの場合,条 件を変更 して再度斡旋情報検索処理

　　 を行 う。

　　　 どうして も条件 に合致 した情報 を得 られ ない場合 は,④ 又は

　　 ⑤へ進 む。 条件に合致 した情報が得 られ,ま た相手 の協同組合

　　 等 との交渉で斡旋が成立 した場合には,⑥ 一⑧ 一⑨ と進めるこ

　 　 とが で き る。

☆ 　① 一② 一④ 一⑨

　 　 　 条 件 の変 更 も難 し く,登 録 処 理 を行 う必要 もな い場 合 には,

　 　 斡 旋情 報検 索処 理 を 行 った後,直 ちに処 理を止め ることができる。

☆ 　① 一② 一⑤ 一⑨

　 　 　 斡 旋 情 報検 索 処 理 で条 件 の 合 致す る情報 が得 られ なか った場

　 　 合,登 録処 理 を して,他 の協 同 組合 等 か らの斡 旋 を待 つ とい う

　 　 方 法 が採 れ る。 この場 合 も しキ ャン セルの 必要 が 生 じた場合 に

　 　 は,① 一② 一⑤ 一⑦ 一⑨ とい う手 順 に な る。

☆ 　① 一 ② 一⑥ 一⑧ 一 ⑨

　 　 　 斡 旋 情 報検 索処 理 で条件 の合 致 す る情報 が 得 られ,ま た相 手

　 　 の 協同 組 合 との交 渉 で斡旋 が成 立 した 場合 の手 順 で ある。

　 　 　 これ らの 手 順は あ くま で も一 般 的 な もの で あ り,条 件変 更処

　 　 理 の 絡 み に よ り,次 の よ うな手 順 も考 え られ る。

　 　 　 　 　 　 　 　 ① 一② 一③ 一② 一④ 一⑨
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 一

)るあ

　

⑨

⑨

が

　
　

一
　

一

と

⑨

⑦

⑧

こ

一
　
一
　
一

る

⑤

⑤

⑥

れ

一

　
一

　
一

わ

②

②
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行

一

　
一

一
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斡
旋
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報
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変
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登

録
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し
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情報
るか

選択した協同組合

等へ電話連絡し詳
細事項を詰める

鷲
NO

・共同 輸送 の実 施

・ファクシミリにて受領嘉

を荷物 斡旋 組合へ送付

図4-13　 共 同輸 送 斡 旋処 理 の流 れ
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② 共同輸送 照会処理

ド汗 ング

アイル

求

ファイノ

求 ・

ファイル

照 会

ファイル

図4-14　 共 同輸送照会処理 入 出力概 要図

　 　共 同 輸 送 照 会処 理 の 目的 は,協 同 組 合等,組 合 員並 び に荷主 な ど

　 か らの斡 旋状 況,輸 送状 況 に 関 す る問 合 せ に対 して,協 同組 合 等 の

　端 末 装 置 を介 して迅速 ・正 確 に回答 を行 う こ とで ある。

　 　共 同輸 送 照 会 処 理 は2つ の 処 理 ブ ロ ック に分か れ る。

○　 斡 旋状 況 照 会 処 理

　 　 共 同 輸送 の斡 旋 状 況 の斡 旋状 況 に関 して の照 会 処理 で あ り,共 同

　 輸 送 斡 旋処 理 に お い て 作成 され た求 荷 フ ァイル,求 車 フ ァイ ル,ド

　 ッキ ン グ フ ァイル を 基 に処 理 を行 う。

　 　 協 同組 合等 で は 共 同輸 送 斡 旋処 理 で 中央 セン ターの コン ピュー タ

　 よ り出 力 され た受 付 番号 を入 力す る こ とに よ り回 答 を得 られ る。

　 　 斡旋 状況 の 回 答内 容 は 次 の5種 類 で ある。

　 ☆ 登録 さ れ て い な い

　 ☆ 　 斡 旋 待 の状 態 で あ る

　 ☆ す で に 斡 旋 が成 立 して い る

　 ☆　 期 限切 れ で斡 旋 洩 れ で あ る

　 ☆ キ ャ ンセ ル され て い る

○　 輸 送 状況 照会 処 理
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　 共 同 輸 送 斡 旋処 理 の 輸 送状況 入 力処理 に お いて 作成 され た 輸送 状

況 情 報(ド ッキ ング フ ァイル上 に記憶 さ れ て い る)を 基 に 輸送 状 況

照 会 処理 を 行 う。

　 協 同組 合 等 では 受 付番 号 を入 力す る こ とに よ り回答を 得 られ る。

操 作上 及 び コ ン ピ ュー タで の処 理 と も斡 旋 状況 照会 処 理 と同一 で あ

る。 した が っ て協 同組 合等 では受 付 番号 を 入 力す る こ とに よ り斡 旋

状 況 及 び 輸送 状 況 の 問合 せ を同 時 に行 うこ とが で きる。 つ ま リ コ ン

ピ ュ一 夕で は照 会 の た めの 受付 番 号 が入 力 され た場 合,ま ず求 荷 フ

ァイル,求 車 フ ァイル,ド ッキ ン グ ファイ ル を基 に斡 旋状 況照 会 処

理 を行 い,そ の結 果 「すで に斡 旋 が成 立 してい る」 とい う受付 番 号

につ い て 輸送 状 況 照会 処 理 を行 うわ けで あ る。(図4-15を 参照の事)

　 輸 送 状 況の 回 答 内 容 は 次の3種 類 で あ る。

☆ 車 両は 現 在 発地 に 向 ってい る

　 　 (斡 旋 が 成立 して か ら,発 地 を 出発 す るま での期 間)

☆ 　発 地 を 出発 して お り輸送 中 で ある

　 　 (発 地 を 出発 して か ら,輸 送 が 完 了 す るま での期 間)

☆ 　共 同 輸送 を完 了 した

　 　 (輸 送 完 了以 降)

　 なお 斡 旋成 立 後 発 日 を過 ぎた に もかか わ らず,車 両 が発 地 を 出発

した とい う情 報 が 入 力 され ない場 合,あ る いは着 目を過 ぎた に もか

か わ らず 輸送 完 了 情報 が入 力 され ない 場 合 には,適 切 な る照 会 処理

が遂 行 で きな いの で,中 央 セ ン ター よ り当該 協 同組 合 等 の端 末 装 置

に 警告 表 示 を行 い,必 要 な処置 を促 す。

　 この 照 会 処 理 に 応 じるた め,問 合 せ に 関す る情 報,つ ま り求荷 フ

ァイ ル,求 車 フ ァイル並 びに ドソキ ング フ ァイル を発 日よ り数 日間

中央 セ ン ター の コン ピュー タ内 に 蓄積 してお く。
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　　いない
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川こあるか

●

◆

　　　　　　　　 車両が発地
　　　　　　　　　 出発した車両は現在発地

に向っている

共同輸送を
完了した

斡旋 待の

状態である

発地を
しており:

送中である

期限 切れで
斡旋 洩れである

●

図4-15　 共 同 輸送照 会 処 理 の 流 れ
●
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(2)一 括処 理(共 同輸 送 管理 資 料 作成 処 理)

●

共同輸送管理資料
作　成　処

斡旋情報月報

協1司組合笥別
運 賃精算表

斡旋成立月報 品目別斡旋月報 藍綬表 照会月報

図4-16　 共同輸送管理資料 作成 処理 入 出力概要図

　　 共同輸送 管理 資料 作成処理の 目的は,協 同組合等の端末 装置か ら

　 入力 された求荷 ・求車情報 を整備加工 する ことに よ り,協 同組合等

　及 び組合員 に有効な管理資料 を 作成す るこ とである。

　　共同輸送管理 資料 作成 処理は,更 に5つ の処理 ブロ ックに分かれ

　 るo

O　 斡 旋 情報 日報,月 報 の 作成

　 　協 同組 合 等 の端 末 装 置 か ら入 力 さ れ た 斡 旋 情報(斡 旋 成 立 の 有 無

　 にか か わ らず 入 力 され た 全情報 で あ る)に つ いて,日 報及 び 月 報 を

　 作成 す る。

　 　 こ こで は・ 求 荷 フ ァイ ル,求 車 フ ァイ ル,ド 。キ ング フ ァ イ、レの

　すべ て を参 照 す る。
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斡 旋情 報 月報(　 年 　 月　 分) 年　 月　 日作 成

協同組合等
コー ド及び

名称

日

付

求　荷　件　数 求　車　件　数

受付 未登

録

登録 キ ヤ

ンヰツレ

斡旋

洩れ

成立 受付 未登

録

登録 キ ャ

ンセル

斡旋

洩れ

成立

合　　　計

々

図4-17　 斡 旋情 報 月報

　　 な お,求 荷 フ ァ イル,求 車 フ ァイ ル並 び に ド ッキン グ フ ァイ ルは

　共 同輸 送 照 会処 理 で使 用す るの に差 し支 え な い程 度 の情 報 しか 蓄 積

　 して おか ない の で,月 報 を 作成 す る の に必要 な 当 月分 の デ ー タは 別

　途 当 月 分統 計 用 フ ァ イル に蓄 え て お く。 この フ ァイ ルは,斡 旋 情報

　 月報 の 作成 以 外 に も,斡 旋 成立 月 報,'方 面 別 斡 旋 月報,品 目別斡 旋

　月 報 の 作成 に 使 用 され る。

○　 斡 旋 成 立 日報,月 報 の 作成

　　 日報 につ い ては ドッキ ン グフ ァイル よ り,ま た 月報 に つ い て は 当

　 月分 統計 用 フ ァイ ル よ り作成 す る。 す で に斡 旋 が成 立 して い る情報

　 が対 象 とな り,協 同組 合 等 の単 位 で 出力 す る。 した が って,斡 旋 成

　 立 して い る求荷 ・求 車情 報 をそ れ ぞれ1件 と して カ ウン トす る。
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斡 旋 成 立 月 報(　 年 　月 　分) 年 月　日作成

協同組合等

コー ド及び

名称

日

付

求　荷　情　報 求　車　情　報

輸
送
区
間

輸
送
日
時

ダう

ζ

受付

番号

協同組
合等情
報

組合員

情　報

車両情

報

受付

番号

協同組
合等情
報

組合員

情　報

貨物情

報

合計件数

図4-18　 斡 旋 成立 .月報

○　 方面 別,品 目別斡 旋,月報

　 当.月分 統 計 用 ファイ ル より,輸 送 区 間 を 参照 して 方面 別 斡 旋 月 報

　 を貨物 情 報 を参 照 して品 目別 斡 旋 月報 をそ れぞ れ 作成 す る。

　 方 面 別 斡 旋 月報 の方 面 は,北 海道,東 北,関 東,北 陸,近 畿,中

国,四 国,九 州 とい うよ うな ブ ・ック単位 の もの で あ る。 した が っ

て,例 え ば 関東 か ら近 畿 へ の共 同 輸送 件数 が何 件 とい う表示 の仕 方

に な る。

　 ま た品 目に つ い て も,あ る程 度 種類 を絞b,10種 類 ほ どの 品 目

を想 定 してい る。

方面別斡旋月報(年 月 分) 年 月　日作成

発　　地 着　　地 件　　数 総 重 量 運賃合計

合　　　　計
r

図4-19方 面 別斡 旋 月報

　 　 　 　 一91一



品目別斡旋月報(年 月 分) 年　月　日作成

品 名 コ ー ド 品　　　名 件　　　数 総 重　量 運 賃合 計

合　　　　計
.

　　　　　　　　　　図4-20　 品目別斡旋月報

　　○　協 同組合 等別,組 合 員別運賃精算表の作成

　　　　当月分統計用 ファイル よ り,各 協 同組合等間の運賃精算状態 を表

　　　 わ した協同組合等別運賃精算表,協 同組合等 と組合員間 の運賃精算

・　 　 状態を表 わ した組合員別運賃精算表 をそれぞれ 作成す る。

協同組合等別運賃精算表(　 年　月　 分) 年　月　日作成

　 　 　 　 頁

協同組合等コー ド及び

名　称

協同組合等コー ド及び

名　称

受 取 金 額 支 払 金 額 差 引 金 額

合　　　　　　　　計

図4-21　 協同組合等別運賃精算表

　 　 　 　 　 　 一92一



組合員別運賃精算表(　 　 年　月　分)　 　　　　　 年　月　 日作成

　 　　 　 　 　 　　 　 　 　 　　 　 　 　 　　 　 　 　 　　 　 頁

協同組合等 コー ド及び

名　 称

組合員 コー ド及び

名　称

受 取 金 額 支 払 金 額 差 引 金 額

合　　　　　　　計

　　　　　　　 図4-22　 組合員別運賃精 算表

○　 照会 日報,月 報の 作成

　　共同輸送照会処理(斡 旋状況照会 処理 及び輸送状況照会処理か ら

轍 され ている)の 利用状 況を協1醐 合等敏 把握す るた めに・照

　 会 日報 及 び照 会 月 報 を 作成 す る。 使用 す る ファ イル は,共 同 輸 送 照
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 `

　 会処 理 を行 う都 度 更 新 さ れ る照会 フ ァイ ル であ る。

＼

(
　
　　

　　

　
　
　
　
　　

　　

ρ

照　会　日　報　 (月 報)

昭和　　年　月　 日

　 　 　 　 　 一

＼
.

協同組合等

コー ド

協同組合等名 照会 内容(件 数)

斡旋状況 輸送状況

合　　　　　　計

図4-23　 照会 日報(月 報)
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4・3・2　協同 組合等 及び組合員の各種業務

　　(1)協 同組合等 業務処理

　　　① 　売上管 理処理

プレート

マスタ

入 金伝票

売上伝票

相 殺 票

貸 付 票

高速道路矛|」用 ファイル

品 名

マスター
組合 員
マスター

売上 管 理処 理

　 売上 フ ァイル

支払 ・請 求 ファイル

,

売上 日報
(共司購入)

高速道路通行
明細書

高速道路通行利　 '金請求書

貸付金返済
状況一覧表

請求明細書
(共司購入)

相殺明細書 入 金 日 報

躍

図4-24　 協同組合等業務 ・売上管理処理入 出力概要図

　 売上 管 理 処 理 の 目的 は,売 上 に関 す る各 種 情 報 を適 確 に 管理 す る こ

とに よ り,有 効 な各種 管理 資料,請 求 書 等 を 作成 す る とと もに,売 掛

金 の 管理 も同 時 に行 うこ とで あ る。

　 売上 管 理処 理 で は,次 に 示す よ うな 各処 理 を行 う。

○　 共 同 購 入 の 売上 ・請 求処 理

　 　 売上伝 票 を 基 に して,共 同購 入 事 業 に関 す る 売上 情報 を コ ン ピ ュ

　 ー タに入 力す る。 入 力す る項 目は,売 上 伝 票 の 太線 枠 で 囲 ん だ組 合

　 員 コー ド,支 払 方法,年 月 日,品 名 コー ド,数 量 の5項 目で ある。
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売　上　伝　票 伝票番号

昭和口 年口 月口 ・

ー　

ー
l

l　
　
　　

　　

　　
　
　　

　←

ーー

ト

ー
1ー

.

.

ー
i

－
一

1

-1

組合員 コー ド 組 合 員 名 支 払 方 法

1.即 　 2.掛

品 名 コ ー ド 品　　　　　　　　名 単　　価 数　　量 金　　　　額

ー
ー　

ー　1

1　
　-

l　

l　.

i

l　
-1
$　ー

1
'」

」

ー　　

ー 合　　　　　　　　　　計

図4-25　 売上 伝票

　入 力 された 売上情 報 は,売 上 日報 作成 のため に使 用 され る と と も

に,売 上 ファ イル に格 納 され る。

■

一 売 上 日 報 　　昭和 　年 月 日分

(共 同 講'入) 頁

品 名 コ ー ド 品　　　　　　　名 数　　量 売　　上 原　　価 粗利益

一

合　　　　　　　計

図4-26 売 上 日報(共 同購 入)
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年 組 品 品 数 単 売 支

倉 名 払
貝

月 コ
コ

方
| |

日 ド ド 名 量 価 上 法

図4-27　 売 上 フ ァ イ ル

な お,売 上 日報 及 び 売 上 フ ァ イ ル の 作成 の た め に,品 名 マ ス タ ー

・フ ァ イ ル を 参 照 す る 。

品 品 原 単

名
コ 単
1

ド 名 価 価

図4-28　 品 名 マ ス ター ・フ ァイ ル

　 次に,縞 目後 に売上 フ ァイ ルを 入 力 し,各 々の 組合 員 に対 して請

求 明細 書 を 作成す る と と もに,合 計 金額 を売上 マス ター ・フ ァイル

の 共 同購 入 請 求 額欄 に入 れ る。

請 求 明 細 書 昭和 　 　年　 　月　 　分

(共 同購入)

様

日　付 品 名 コ ー ド 品　　　　　名 数　　量 単　　価 金　　額

合　　　　　　　　　　計

■

図4-29 請 求 明細 書(共 同購入)
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○　 高 速道路 通 行 利 用料 金 の請 求処 理

　 　 高速 道路 公 団 よ り有 料 で貸 出 しが 受け られ る磁 気 テー プを使 用 し

　 当該 磁 気 テー プ(現 状 で は磁 気 テー プの提 供 しか受 け られ な い の で

　磁 気 テー プを持 た ない シス テ ムで使 用 す る場合 は,磁 気 テ ー プか ら

　 使用 で きる入 力媒体 に変 換 す る必 要 が ある)と プ レー ト ・マ ス ター

　 ・フ ァイルか ら高 速道 路 通 行 明細 書 及 び高 速道路 通 行 利 用 料 金 請 求

　書 をそ れぞ れ 作成 す る。

　 　な お,磁 気 テー プの貸 出 しを受 け な い場 合 は,高 速 道 路 公 団か ら

　送付 され て くる別納 明細 書 を入 力媒 体に 変 換 す る 必要 が あ る。

高速道路通行明細書 昭和　　年　　月　　目

貫

組合員名

路 線 名

日　　付 プ レ ー トNO 車　　種 通　行　区　間
　 」

金　　　額

路　　線　　合　　計

組　合　員　合　計

一
図4-30　 高 速道路 通 行 明 細 書
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高速道路通行利用料金請求書 昭和

組合員 コー ド 組合員名

路　　線　　名 通　行　料　金

東　名　 ・　 名　神

中　　　　　　　央

新　　　空　　　港

東　　　名　　　阪

東　　　　　　　北

北　　　　　　　陸

関　　　　　　　越

中　　　　　　　国

関　　門　 ,地 　　区

九　　　　　　　州

合　　　　　　　計

割　　　引　　　額

差　引　請　求　額 |

図4-31　 高速道路通行利用料 金請求書

●

○ 貸付 金処 理

　 貸 付 票(図5-32)を 基 に して,貸 付 情報 を コン ピ ュー タに入 力

　 し,売 上 マス タ ー ・フ ァイ ルを 更新 す る。

　 この 更新 され た売上 マス ター,あ る いは 入 金処 理 が行 わ れ た売 上

　 マス ター を入 力 して,現 時 点 で の貸 付 金 返 済 状 況 を把 握 す る た の貸
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付金返済状況一覧表 を作成 する。

「
貸 付 票

組合員コード　　　組　合　員　名 返済方法

据 置 期 間 返 済 期 間 返 済 間 隔 返 済 回 数

1.一括返済

2.分割返済

　 　　 　 貸 付 年 月

　 　 昭和　　年　　月

貸 付 金 額 初回分返済金額 2回以降返済金額

図4-32　 貸付 票

1

貸 付 金返 済 状 況 一 覧表

　　　　　　　　　　　　　昭和　　年　　月　　 日現在

組合員 コー ド 組合員名 貸付年月 貸付金額 返済期間 返済回数 返　済　状　況

合　　　　　　　　　計

_一 ー 一　 一　 ＼

○

　　 　　図4-33　 貸付 金 返済 状 況 一 覧 表

相 殺処 理

協同 組 合 等 と組合 員 の 請 求及 び 支払 に つ い て

　　 　　 　　 　 　　 　 一99一
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種 情 報 を除 くす べ て の情 報 を図4-34に 示 した相 殺票 を用 い て 入

力す る。

相 殺　　　票

組合員コー ド 組　　合　　員　　名

請 求　 1

共同輸送 積 立 金 賦課 金 その他の請求

支　払

昭和 年　月　日

共同輸送 その他の支払

図4-34　 相 殺票

　相 殺票 よ り入 力 された 情 報 と,売 上 マス ター ・フ ァイル(共 同購

入,高 速 道 路 通 行 利 用料 金 請 求,貸 付 につ いて の 情報 が格 納 され て

い る)と に よ り相 殺処 理 を行 い,相 殺 明細書 を 作成す る。

　 な お,相 殺票 の共 同 輸送 請 求 ・支 払 金額 に つい て は,共 同 輸送 管

理 資 料 作成 処 理 で 出 力 され た組 合 員別 運 賃 精 算 表 を参 照す る。 その

他 の項 目につ い て は協 同 組合 等 内 の資 料 を基 に 記 入すれ ば よい。 積

立金,賦 課 金 等 の 金 額 が固 定的 でそ れ ほ ど変 動 す る もの で な い場合

は,フ ァイル 内 あ る いは プロ グ ラム内 に これ らの 金 額 を持 ち,相 殺

処 理 を 行 う都 度 入 力す る こ とは 避 け た方 が 良 い と考 え られ る。
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　 　 　 　 相　乗

　 　 　 様

組合員コー ド

項　目 組合に支払 う金額

共 同 輸 送

共 同 購 入

高 速 料 金

借入金返済

積　立　金

賦　 課　 金

そ　 の　 他

前　 月　 残

計
　 　 パ

殺 明　細 書

昭和 年 　 　月　　日

項　目 組合から受取る金額

共 同 輸 送

そ　 の　 他

前　 月　 残

計

円を組合{欝 劃 下・い

図4-35　 相 殺 明細書

○ 　入金 処 理

　 　入 金 伝 票 を基 に して,入 金 情 報 を コ ン ピ ュー タに 入 力 し,入 金 日

　 報 を 作成 す る とと もに,売 上 マス,ター ・ファイ ルの 消 込 を行 う。 こ

　 こで入 力す る情 報 は,入 金 伝 票 の 太線 枠 で 囲 んで ある組 合 員 コー ド,

　値 引額,入 金額,入 金 方法 及 び貸付 コー ドで ある。
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し

入　金 伝 票 伝票 番 号

1

組合員 コー ド 組　合　員　名 貸 付 コ ー ド 1　 貸 付に対

　 する入金

2:そ の他の

　 入金

圏
値　 引　 額 入　 金　 額 入 金 方法 　 1、 口座振 込

上

　 2.現 　 　金

　 3,小 切 手

　 4.手 　 　形

　 5.即 　 　金 ]

▼

図4-36　 入 金伝 票

入 金 　日 報

　
昭禾ロ 年 月 日 　 !

　 　 　 　 　 　 　 　 頁 　　　1

組合 員コー ド 組　合　員　名 入金方法 当月請求額 値 引 額 入 金 額 残　　高

合　　　　　　　　　計

　 　 　 　 　 　 図4-37　 入金 日報

　 次に 売掛 金 の 回収 状 況 を 把握 す るた め,売 上 マス タ ー ・ファ イル

を 基 に して入 金状 況 一 覧 表 を 作成 す る。 この処 理 の サ イ クルは 特 に

決 ま っ てい る もの で は な く,い つ で も実 行 す る こ とが で き,い つ で
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も最 新の 売掛 金 回収状 況 を把 握す る こ とが で きる。

●

入 金 状 況一 覧表 昭和 年　　月　　日

　 　 　 　 　頁

組合員 コー ド 組 合 員 名 前月請求残 当月請求額 値 引 額 入 金 額 残　　高

合　　　　　　計

図4-38　 入金状 況 一 覧 表

　 以 上の5つ の 処理(共 同購入 の売 上 ・請求 処理,高 速道 路 通 行利

用 料金 の 請 求 処理,貸 付 金 処理,相 殺 処 理,入 金 処 理)が 売上 管理

処 理 の メイ ン処理 で あ るが,こ の 他 売上 管 理処理 で使 用 す る各 マス

ター ・フ ァイル(組 合 員 マス ター,品 名 マス ター,プ レー トマス タ

ー)の 更 新 処 理 が必 要 で あ る。 つ ま り各 マ スター ・フ ァイル の 登録

修 正,削 除処 理 で ある。 シス テ ム導 入 時 に行 う登 録 処理 は フ ・ ッ ピ

ー ・デ ィスク装 置 か らの入 力 が望 ま しい が
,シ ス テ ムが 稼動 して か

らは,そ れ ほ ど多 くの変更 は考 え られ な い の で,タ イ プ ライ ター装

置 か らの 手 操 作入力 で十 分 で ある と思 わ れ る。 以 下 に更 新処 理 を行

う際 の登 録 票 例 と して,共 同購 入 品 名 マス ター登 録 票 を示 す。
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昭 和 ・

　:登録

:修正

:削除

② 　経 営 管 理処理

組合員

マスター

図4-40

日月年

)
ー

ー

-ー

ー

,ー

l

i

」

　

　

　

【

　

　

　

}

価

図4-39　 共 同 購入 品 名 マ ス ター登録 票

　 　 　 　 　 　 　 　 　 ×

　 　　 　 　　 　　 　　 　 売上ファイル　　　　　　　　○

　　　　　　　○　　支払 ・請求ファイル

　　　　　 ○ 　 売上マスター

　　　　灘 卿{豆]売 上管理・・イル

　 　　 　 組合事業利用状況一覧表(月 間)

　 　　 　 組合事業利用

　 　　 　 状況一覧表(年 間)

協 同 組 合 等業 務 ・経 営 管 理処 理 入 出 力概 要 図

　 　　 　 　　一104一



　 　 経 営 管理 処理 の 目的 は,売 上 管 理処 理 で蓄 積 され た デー タを整 備

　 '加 工 して・協 同組 合 等 の経 営 管理 口 熱 な組 合 事業 利 用 状況 一 覧

　 表(月 間,年 間)を 作成 す る こ とで あ る。

○ 　 組合 事 業 利用 状 況 一 覧 表(月 間 ,年 間)

　 　 売上 マ ス ター,支 払 ・請求 ファ イル 並 ひ に売上 フ ァイル を入 力 し,

　 月初 か ら月 末 まで の 売上(共 同 輸送,共 同 購入,高 速 道路 通 行 利 用　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ,

　貸 付,そ の他)を 組 合 員 別 に 集 計 し,月 間 組合事 業 利 用 状 況 一一覧 表

　 を作成 す る と と もに,売 上 管理 フ ァイル に 出 力す る。 売 上 管理 フ ァ

　 イルに は 当月分 売 上 デー タ,当 年 分売 上 累 計 デー タが あ り,当 月 分

　売上 デー タに当 該 デ ー タを格 納 す る と と もに,当 年 分 売上 累計 デー

　タに加 算 す る。 当年 の最 後 月 の処理 が終 了 した時 点 で,売 上 管 理 フ

　ァ イル よ り年 間 組 合 事 業 利用状 況一 覧 表 を 作成 す る。 組 合 事 業 利 用

状 況 一覧 表 の 目的 は,協 同組 合 等の 各 種 事業 が どの よ うに組 合 員 に

利用 され たか を把 握 す る ことで ある。

タ
ー

デ計黒土売分年当

そ
　
　
　の

　
　

他

貸
　
　
　
　
　
　付

高
速
道

路
通

行
利
用

共
　

同
　
　
購
　　
入

共
同

輸

送
支

払

額

共

同
輸

送

請

求

額

タ
　

デ上売分月当

そ
　
　
　
の
　
　
　
他

貸
　
　
　
　
　
　
付

高
速

道
路

通

行
利
用

共
　

同
　

購
　
　
入

共

同

輸

送

支

払

額

共

同

輸

送

請

求

額

処
　
　

理
　
　

年
　　
月

組
　合

　員

　
コ
　
　
ー
　
ド

図4-41　 売 」二管 理 フ ァイ ル
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月間組合事業利用状況一覧表 年 月分

昭和 年 ,　 月　　日　　頁

組合員 コ

ー ド

組 合 員 川 井輸 送

　　　　　　 1請求 額

共同輸送

支 払 額

共同購入 高速道路

通行利用

貸　付 その他

i

:i

l

合　　　　　計

図4-42

」

月間組合事業利 用状況一覧表

(年間組合事業利用状況一覧表 もほぼ同一形式である)

(2)組 合員業務処理

　①　 売上管理処理

車 両

マス ター

荷 主

マスター

荷主別売上

実績表

回 駈 ・ス・一
違垂…日報 フ ァイル

入金状況一

覧表

　　　　　　　 請求合計量　　　車両別売上　　　入金状況一
　　　　　　　　　　　　　　 実績表　　　　　覧表

図4-43　 組合員業務 ・売上管理処理入 出力概要 図
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　　 売上 管理 の 目的 は,運 転 情 報 を基 に した迅速 ・正 確 な る請 求 書 等

　 の 発 行 管理 資 料 の 作成,及 び入金 情 報 を基 に した 売掛 金 の 的確 な

　 管理 を行 うこ と で ある。

　　 売上 管理 処理 で は 次の 各 処理 を行 う。

○　 売 上 日報 作成

　　 運 転 日報 チ ー タ を基 に 当 日分 の 売上 日報 を 作成 す る。 この 運 転 日

　報 デ ー タは,予 め運 転 日報 よ リ フ ロッ ピー ・デ ィス クに 変 換 さ れ た

　 もの で ある。 運 転 日報 の件 数 が 非 常に 少 な い場 合は,協 同組 合等 の

　 コン ピュー タに タ イ プ ライ ター装 置 よ り直 接 入 力す る こ と も考 え ら

　れ るが,入 力項 目が か な り多 い こ と を考 え 合 わせ る と フ ロ ッ ピー ・

　デ ィス ク等 に変換 して か ら入 力 した 方が 効 率 が よい。 しか しこの 変

　換 に は 別途 費 用 が 発 生 す る。

　　 この 売上 日報 の 目的 は,1日 の 売上状 況 を車 両単 位 に把 握 す る こ

　とで ある。

　　また 運 転 日報 デー タは 運 転 日報 フ ァイル に累積 さ れ る。

売　上　日　報 昭和　　年　　月　　目 貫

組合員 コー ド 組合員名

●

車両コ　荷主コー　輸送　輸送 区間　所要　走行　実車　輸送　運賃　料金　実費

　　　　ド及び荷
一 ド　　主名　　　品名

発地 着地
　　　　　　　　　トン

時間　 キロ　 キロ　数
1

「

合　　　　　　　計　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 [

運賃

十≡一口

支払

方法

図4-44　 売上 日報
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○ 　 請求 明細 書 作成

　 　 運転 日報 フ ァイル を組合 員 コー ド,荷 主 コー ド,年 月 日順 に 分類

　 し,荷 主 マス ター に登 録 され て い る各 荷 主 の 締 日 と協 同組合 等 の タ

　 イ プ ライ ター装 置 か ら入 力 した縞 目 とが一 致 した 荷 主 に対 して,分

　 類 済 運転 日報 フ ァイルか ら請 求 明 細 書 を 作成 す る とと もに売上 マ ス

　 タ ーの更 新処 理 も行 う。

　 　 ま た タ イ プ ライ ター装置 か ら縞 目 と と もに 組合 員 コー ド,荷 主 コ

　 ー ドを入 力す る こ とに より,必 要 な組 合 員,荷 主だ け を ピ ンクア ッ

　 プし て請 求 明細 書 を 作成 す る こと もで きる。 これ は 再 発行 の処 理 な

　 ど に使 用 さ れ る。

様

請 求明 細 書 　 (昭 和 　　年 　 　月分)

　　 　　 　　 　昭和　 　年　　月　　日　　　　 頁

　　 　　 　　 　組合員名

輸送

月日

車 両

コー ド

輸送区間 輸送品名 輸送 トン

数

運　　賃 料　　金 実　 同 韻 計
発地 着地

巨三「二「]「 エコ

図4-45　 請 求 明 細書

○　請求合計書の 作成

　　請求 明細書 と同時点 で作成 され る。 したが って請求明細書 作成処
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理 で 得 られた 明細 デ ー タの 合 計 が 当 月分 売上額 とな る。

　 な お前 月請 求残 は 売上 マス ター を参 照 し,住 所 等 は 荷 主 マス ター

よ り移送 す る。

請 求 合 計書 (昭 和

昭和

年　　月分)

年　　月　　日

口口ロー口口

住所

様

組合員名

前月請求残額 当月売上額 当月請求額

図4-46　 請 求 合 計 書

○　 入 金 日報 作成

　 　入 金伝 票 を基 に して,入 金 情報 を タイ プ ライ ター装 置 か ら対 話 形

　式 で入 力 し,入 金 日報 を 作成 する とと もに売上 マス ター の 売 掛 金 に

　関 す る項 目の 更新 を行 う。

　 　入 力す る 入金 情 報 は入 金 伝 票(図4-47)の 太 線 枠 で 囲 ん で あ

　る組 合 員 コード　荷 主 コー ド 入金年 月 日,入金額,値 引額 及び入金方法であム

入　 金　　伝　 票

組合員 コー ド 荷主コー ド　　　　荷　　主　　名

入 金 額1値 引 額 入金方法

1

伝　 票　 番　号

巴
1

2

3

4

5

ー
　

法

　

方

　

金

　

入

口座振込
現　　金
小 切 手
手　　形
即　　金

図4-47　 入 金伝 票
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入　 金　　日　 報 昭 和 年 月 日

組 合 員 コ ー ド 組 合 員 名

荷 主 コ ー ド 荷　主　名 入金方法 当月請求額 、入金額 値引額 請求残額

合　　　　　　　計

図4-48　 入 金 日報

○　 入金状 況 一覧 表 作成

　　 売上 マス ターか ら必 要 な項 目を取 り出 し,入 金状 況 一 覧 表の 作成

　 を行 う。 タイ プ ライ タ ー装 置 か ら入 力す る 指示 の仕 方 に よって 必要

　 な組 合 員に つい て 作成 す る こ と も全組 合 員 につ い て 作成 す る こ とも

　 可 能 で ある。

　　 入 金 状況 一覧 表 の 目的 は,当 月請 求額 が あ った荷 主 の 入金 状 況 及

　 び 売掛 金 の 回収 状 況 を把 握す る ことで ある。

入金状況一覧表 昭和 年 月 日現在 頁

組合員 コー ド 組合員名

荷 主 コ ー ド 荷　主　名 前月請求残高 当月請求額 入金額 値引額 当月請求残額

合　　　　　　計

図4-49　 入 金 状 況 一覧 表
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○　 荷主 別 売」二実績 表 作成

　 運 転 日報 フ ァイル を組 合 員 コー ド,荷 主 コー ド,年 月 日の順 に分

類 し,こ の 分 類 済運 転 日報 ファイ ルか ら必 要 項 目を取 り出 して 荷主

別 売上 実 績表 を 作成 す る と と もに 稼 動 台数 ,輸 送 トン数 及 び運 賃合

計 をそれ ぞれ 集 計 し,売 上 マス ター の対 応 す る該 当項 目 に累計 す る
。

　 荷主 別売上実績の 目的は,荷 主 ごとの月間売上実績を把握す るこ

　 と で あ る。

荷主別売上実績表　　 (昭 和　　　年　月分)

組合員 コー ド 組合員名

荷 主 コ ー ド 荷　　　主　　　名 運　　賃 料　　金 実　　費 運賃計

合　　　　　計

＼
図4-50　 荷 主 別 売 上 実 績 表

}
1

荷

主

コ

　ー

ド

1請

求

残

額

当

月

売

上

額

当

月

請

求

額

入

金

額

値

引

司 数

年
間
輸
送

膓

1　 月 12月

売上 額 延稼動台数 売上 額 1延稼動台数

前年当 前年
1

当年 前年鉾 前年 当年

■ 図4-51　 売 上 マ ス タ ー ・フ ァ イ ル
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○ 　 車両別 売上 実 績表 作成

　 　運 転 日報 フ ァイ ル を組 合 員 コー ド,車 両 コー ド,年 月 日順 に分 類

　 し,こ の 分 類 済運 転 日報 ファ イルか ら車 両 別 売上 実績 表 の 作成 を行

　 う。 形体 及 び最 大積 載 量 は車 両 マス ター を参照 す る。

　 　 車 両別 売 上 実 績 表 の 目的 は,車 両 単位 に月 間 売上 実 績 を把 握 す る

　 こ と で あ る。

　 　 　 　 　 　 　 　 車両別売上実績表　　　(昭和　　　年

組合員コード　　　　 組合員名

車 両 コ ー ド 形　　　体 最大積載量 運　　　賃 料　　　金 実

合　　　　　　　計

　 　 　 　 　 { ,

月分)「

費 運賃計

_==L」

②　運行管理処理

叩
運転 日報 ファイル

車 両

マスター

輸送区間別

輸送実績表

図4-53

一 七]漸 ・・イル

輸送実績表　　　　　　　　車両別輸送　　　　　運転者別輸

　　　　　　　　　搬 　 　 ぜ ㌻ノ

組合員業務 ・運行管理処理入 出力概要図
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　 　 運行 管理 処 理 の 目的 は,的 確 な輸送 実績 を把 握 し,運 転 者及 び車

　 両 の 管理 を充実 させ,よ り効率 の 良 い輸送 を行 うた め に,各 種 実 績

　 表 の 作成 を行 う こ とで ある。

○　 輸送 区 間別 輸送 実績 表 作成

　 　運 転 日報 フ ァイ ル を組 合 員 コー ド,発 地(都 道 府 県 コー ド),着

　地(都 道 府 県 コー ド)順 に 分類 し,こ の分 類 済運 転 日報 フ ァイル か

　 ら輸送 区 間 別の 輸 送 延 トン数,輸 送 延車 両 台数,走 行 キ ロ,実 車 キ

　 ロ及 び 運賃 合 計 をそ れ ぞ れ集計 して輸 送 区 間 別輸 送 実 績 表 の 作成 を

　行 う。

　 　輸送 区 間別 輸 送 実績 表 の 目的 は,月 間 の 輸送 実 績 とそ れ に対 応 す

　る 運賃 を輸 送区 間 ご とに把 握 す る こ とで あ る。

組 合員 コー ド 組合員名

(昭 和 年　　月分)

転 送 区 間 輸送延 ト 輸送延車

両台数

走行・・已 車・・ 運賃合計

発　　地 着　　地 ン数

合　　　　　計

図4-54　 輸送 区間別輸送実績表

○　 輸送 実 績表 作成

　 　運 転 日報 フ ァ イル を組 合 員 コー ド,年 月 日,車 両 コー ド順 に 分i類

　 し,こ の 分 類済 運 転 日報 フ ァ イルか ら 日毎 の 輸送 距 離 別 輸 送 回 数,

　 実動 車 両数,運 賃 合計,輸 送 トン数 及 び走 行 キ ロを そ れ ぞ れ 集計 し
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1日1車 当た りの 運賃,輸 送 トン数 及 び走 行 キ ロを求 め て輸 送 実績

表 の 作成 を行 う。

　 輸 送 実績 表 の 目的 は,日 毎 の輸 送 実 績 を把 握 す る こ とと,陸 運 局

罐 出する年間輸送実績報告書を 賊 す る際の酬 とする ことで,

合計の欄に3.5ト ンまでの もの と3.5ト ンを越え るもの とを分け て

表示 する。

　 なお,1日1車 当た りの運賃,輸 送 トン数及び走行 キロの計算 方

法は次の通 りである。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　 1日 の運賃合計
　　　　 1日1車 当た りの運賃 　 　　=　　　　　　　　　　　　　　　　　　

1日 の実動 車両数

　　　　　　　　　　　　　　　　　　 1日 の輸送 トン数合計

　　　　 1日1車 当た りの輸送 トン数=
　　　　　　　　　　　　　　　　　　 1日 の実動 車両数

　　　　　　　　　　　　　　　　　　 1日 の走行 キロ合計

　　　　 1日1車 当た りの走行 キロ　 =
　　　　　　　　　　　　　　　　　　 1日 の実動 車両数

輸 送 実 績 表 　　(昭和

組合員 コー ド 組合員名

年… 「

日　付 輸送距勧 囎 送回数　 　 惨
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ¶

実動

臓

1日1車 当 り

瀕 継
トン数
桁

キロ
10Km

迄

30Km

迄

50Km

迄
躍 翻躍躍曄 計 合計

3.5トン迄 計

35ト ン越計 i

合　計 1

図4-55　 輸 送実 績 表
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○　 車 両 別 輸送 実 績表 作成

　　運 転 日報 フ ァイ ル を組 合 員 コー ド,車 両 コー ド順 に 分類 し,こ の

　分 類 済 運転 日報 フ ァイルか ら1車 両 ご との所 要 時 間,稼 動 日数,走

行 キ ・,実 車 キ ・,輸 送 トン数 及 び売 上 額 を それ ぞ れ 集 計 して 実動

　率 を求 め,車 両 別 輸 送実 績 表 の 作成 を行 う。 これ と同時 に合 計 走 行

　キ ・,合 計 実 車 キ ロ,合 計 売上 額及 び稼 動 日数 を運 行 フ ァイル 上の

　該 当項 目に 累 計 す る。

　　形 体 及 び 最 大 積載 量 は,車 両1マス タ　一一　va登 録 され てk・ り,車 両 コ

　ー ドよ り取 り出す 。

　　車 両別 輸送 実績 表 の 目的 は,車 両 ご とに 月間 の 輸 送 実績 を把 握 し

　車両 に対 す る運 行 管理 を行 うこ どで あるポ

実動率=

稼　　動 日 数
×100

そ の 月の 休 日 を除 く日数

　　　　　　　　　　　 車 両 別輸 送 実 績 表　　(昭和　　　年　　月分)

組合員コー ド　　　　　　　組合員名

車 両 コ

ー ド

形　体 最大積

載量

所要時

間

稼動日

数

実動率 走行キ

ロ

実車キ

ロ

輸送 ト

ン数

合　　　　　　　　計

_　 　　　　　　　　＼
図4-56　 車 両別 輸 送 実 績 表
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組 車 形 最 合 合 合 稼
合

員
両
　
コ
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図4-57　 運 行 フ ァ イ ル

○　 運 転 者 別 輸送 実 績表

　 　 運 転 日報 フ ァイ ルを組 合 員 コー ド,運 転 者 コー ド順 に分類 し,こ

　 の 分類 済運 転 日報 フ ァイルか ら運 転 者 ご との 輸 送 延 トン数,走 行 キ

　 ・,実 車 キ ・,稼 動 時 間及 び運 賃 をそ れぞ れ 集 計 し,運 転 者 別輸 送

　 実 績 表 の 作成 を行 う。

　 　 運 転 者別 輸 送 実績 表 の 目的 は,運 転 者 の 月間 稼 動 状況 を把握 し,

　 運 転者 に対す る運 行 管理 を行 うこ とで あ る。

運転者別輸送実績表　　(昭和 年　 月分)

組合員 コー ド 組合員名

運転者 コー ド 輸送延 トン数 走行キロ 実車キロ 稼動時間 運賃合計

合　　計

図4-58　 運転者別輸送実績表
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③ 　経営管理 処理

荷 主

マスター一

年間売上推

移表

荷主別売上

推移表

車種別営業

実績表

図4-59　 組 合 員 業務 ・経 営 管 理処 理 入 出 力概要 図

■

　 　 経 営 管 理処 理 の 目的 は,売 上 管 理 処理,運 行 管理 処 理 で蓄 積 され 一

　 た デ ー タを整 備 ・加工 して組 合 員 の経 営 管 理 に有 効 な各 種 管 理 資料

　 を 作成 す る ことで あ る。

○ 　 年 間 売上 推 移 表 作成

　 　 売上 マス ター 内 の 月別の 売 上額 及 び延 稼 動台数 か ら年 間 売上 推 移

　 表 の 作成 を行 う。 売上 額 につ い て は,¥印(前 々年),*印(前 年)

　 十 印(当 年)で グ ラ フ表 示 す る。 表 示 す る 月の順 序 は 処理 対 象年 月

　 が最 後 に な る よ うにす る。

　 　年 間 売⊥ 推移 表 の 目的 は,各 月 の 売上 額 につ いて 当年 と前 年,あ

　 るい は 前年 と前 々年 と比 較 す る こ とに よ り経営 管理 に役 立 て る こ と

　 で あ る。
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　　　　　　　　　 年間売上推移表　　　(昭和　　　年　　月分)

組合員コード　　　　　　　組合員名'

月 年　度 延稼動台数 売　上　額 250万 　 　 500万 　 　 750万 ………
　 　 　 　 　 `　　　　　　　　_____⊥__^__

前 々年 ¥¥¥x¥Y¥¥¥¥

前　年 今←　ヲ← 今← う←　苦 ヲ←　今←

前々年

前　年

前　年

当　年

べ

前　年

当　年

前　年 苦 普 壬x苦 苦 チ 苦 苦 苦 苦 苦

当　年 十+十+++++十+十 十++十

＼

図4-60　 年 間 売上 推移 表

○　荷主別売上推移表作成

　 売 上 マス ター 内の 当年 の 月別 延稼 動 台数 及 び売上 額 か ら荷 主別 売

　 上 推移 表 の 作成 を行 う。 売 上額 につ い ては,*印 で グ ラ フ表 示 す る。

　 年 間 延 稼動 台 数,年 間輸 送 トン数,及 び年 間 売 上額 は1月 か ら当 月

　 ま で の合計 の 数 字 で ある。

　 　 荷 主 別売上 推移 表 の 目的 は,荷 主 ごとの 月.別の売 上額 を把 握 す る

　 こ とに よっ て経 営 管理 に役 立 て るこ とで ある。
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荷 主別 売上 推 移 表 (昭 和 年　　月分)

荷主 コー ド

荷　主　名

組合員 コー ド

組 合 員 名

月 延稼動台数 売　上　額 25万 　 　 50万 　 　 70万 　 　 100万 ・… … ・

　 1　　　　　　　　　　　　　`　　　　　　　　　　　　　`　　　　　　　　　　　　　　1

1 芥苦壬 ××英苦

2

ミ こ一_⊥ 、
11

12

年間延稼動台数 年間輸送 トン数 年年間売上高

＼ ご
＼

図4-61　 荷主 別 売上 推移 表

○　 車種 別営 業 実績 表 作成

　 　運 行 フ ァイル を組 合 員 コー ド,形 体,最 大 積載 量 順 に分 類 し,こ

　 の分 類 済 運 行 フ ァイル か ら同一 形体,同 一最 大 積 載量 の デ ー タの延

　稼 動台 数,合 計 走行 キ ロ,合 計実 車 キ ロ及 び合計 売 上額 を そ れぞ れ

　求 め,ま た1台 当 た りの 売 上額 を計 算 して,車 種 別 営 業実 績 表 の 作

　成 を行 う。

　 　車 種 別 営業 実 績表 の 目的 は,車 種 別 の営 業実 績 を把 握 す る こ とに

　 よ り経 営 管理 に役立 て る こ とで ある。
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　　　　　　　　　 車 種 別営 業 実 績 表　　　(昭和　　　年分)

組合員コー ド　　　　　　組合員名

＼

形　体 最大積載量 延彩働 台数 合計走行キロ 合三俣 車キロ 雷 涜」頚1 1台 当たりの売上額

合　　　　計

＼
　　　　＼_

図4-62　 車種 別営 業 実績表

4・4　 シス テ ムの 拡 張性

　 シ ス テ ムの 拡 張性 を考 え る場合,中 央 セ ンター,協 同 組合 等 それ ぞれ 別

個 に検 討 し,そ の上 で シス テ ム全体 の拡張 性 を論 議す べ きで ある と考 え ら

れ る。

　 (1)　 中央 セ ン ター

　 　 　 中央 セ ンターで は 共 同輸 送 業 務 に関 す る即 時 処 理 及 び管 理 資料 等 作

　 　 成 の一括 処 理 とが あ る。 現 在共 同 輸送 の セ ン ター的 な 役割 を演 じて い

　 　 るNSTの 例 を見 て も分 る通 り,処 理 件 数 は 極 めて 少 な い と言 え る。

　 　 毎 年 増加 の一 途 を辿 っ て いる とは い うものの,そ れ ほ ど多 くは ない。

　 　 したが って 今後 爆 発的 な増 加 が な い限 り処 理 件数 に よって機 器 構 成

　 　 を 変更 す る 必要 は ない と思 われ る。
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　 　 しか しな が ら,現 在 当 シス テ ムの対 象 と し てい る共 同輸 送業 務 は,

　 広 義 に捉 えた 共 同輸 送業 務 の 一 部 にす ぎな い。 つ ま り,協 同組 合 等 間

　 の 定 期 的 な相互 輸 送 及 び積 合せ 輸 送 は 当 シス テ ムの 対 象 か ら除 外 して

　 ある。 前者 に つ い ては現状 では 処 理 件数 が 非 常 に少 ない こと,後 者 に

　 つ い て は協 同 組 合 等の 体 制 が まだ 十 分 で ない ことな どの 理 由 か ら除 外

　 した わ け で ある が,今 後 条 件 され整 え ば これ らの業 務 の シス テ ム化 も

　 か な リメ リッ トが あ る もの と考 え られ る。 しか し実 際 の シス テ ム化 に

　 当た って,協 同組 合等 間 の 定期 的 な相 互 輸 送 につい て は現 行 シス テ ム

　 に若 干 の改 善 を加 え る程 度 で十 分 で あ るが,積 合 せ 輸送 に つ い ては小

　 口貨物1件 毎 に情 報 を入 力す る必要 が ある た め,協 同組 合 等 の労 力 が

　 か な り増大 す る とい う問 題 が ある。 ま た 中央 セン ターの情 報 量 も これ

　 に伴 い 非常 に増 加 し,当 然 の 事 な が ら現 行 の 機器 構成 では 処理 が 不 可

　 能 と なる こ とは 否 めない。

　 　 積 合 せ輸 送 は荷 主 を一 般 家庭 ま で 含 め て考 える と今後 多 くの 需 要 が

　 見込 まれ,協 同 組 合等 の 有 力 な事業 の1つ に な り得 るた め,以 上 の 事

　 を十 分 考 慮 に 入 れ て シス テ ム化 を 図 る こ とに より,多 大 な メ リ ソ トを

　 運 送 業 界 に もた らす もの と思 われ る。

　 　 次 に共 同 輸送 以 外 の業 務 を中央 セ ン ター の コン ピ ュー タで処 理 す る

　 場合 を考 え てみ る と,協 同 組合 等 及 び組 合 員 の各 種 業務 を 中央 セ ン タ

　 ー で一括 して処 理 す るの は運 用 上 極 め て難 しい ことは前 に述 べ たが,

　 中央 セ ンター独 自の業 務 に つい て は 中央 セ ン ターの コン ピ ュー タで処

　 理 可 能 であ る。 業 務 内 容 には 経 営 管理,経 理 業 務等 考 え られ るが,処

　 理 件数 に よって は,現 行 機 器構 成 の入 出力 機 器 の増 加,あ るい は 機 種

　 の 変 更 などの 必 要性 も出 て くる。

(2)協 同組合 等

　 　 協 同 組合 等 の端 末 装 置 は,テ レ フォ ン ター ミナルの よ うな 簡 易 端末

　 か ら,リ ー ス料(保 守 料込)に して50万 円程度 の 小 型 コ ン ピュー タ

　 まで の 広 い幅 の もの を想 定 して い る。 した が って協 同 組合 等 の諸 事 精
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に よる機器 の増 減,機 種 の 変更 等 に もか な りの 柔軟 性 が ある。 例 えば

処 理件 数 が増 え現 状 の機 器 構成 では処 理 不 可能 な場 合 には,1段 階大

きな機 器 構成 に すれ ば良 い し,ま た共 同 輸送 業 務 だ けの た め に テ レ フ

ォ ン ター ミナル あ る いは デ ィス プ レイ端 末装 置 を使用 して い た が,協

同 組合 等 及 び組 合 員 の業 務 の シス テ ム化 も図 る必要 が生 じた場 合 には

オ フィス コ ン ピ ュー タに 切 り換 え るな どが か な り自由 に行 うこ とが で

きる。

　 した が って,拡 張 性 を考 え る上 で機 器 構成 は特 に 問題 と しな くとも

良 いで あろ う。

　 機 器 構成 とい うよ りも,機 器 の改 善 とい う面で は 今 後検 討 を加 え て

い く必 要 が あ る。

　 当 シス テ ムで は,共 同 輸 送 業 務の 入 力方 式 は タ イプ ライ タ装 置 か ら

の手 操 作に よる 方 式 で あ る ため,操 作 ミス 等は 十 分考 え られ る。 した

が って 求 荷 ・求 車依 頼伝 票 をそ の まま の形 で コ ン ピュー タに入 力で き

る ようなOCR装 置,あ る いは ワン タ ッチ入 力装置 等 につ いて 今 後十

分 に検 討 を行 う ことが肝 要 で ある。

　 次に 協 同 組合 等 及 び組 合 員 の 業 務 につ いて,当 シス テ ムの対 象 と し

てい る業 務 以外 で考 え られ る もの は,協 同組 合 等 及 び組 合 員 の経 理 業

務,給 与計 算 な どで あ ろ う。

　 協 同組 合等 内部 だけ の経 理業 務 は 一 部の協 同 組 合 等 で コン ピュー タ

処 理 が行 わ れ,か な りの メ リッ トを あげて い る が,こ の経 理 業 務 を組

合 員 に まで 含 め て考 え る には経 理 伝 票 等の 入 力帳 票 を統一 す る こ とが

必 要 に な る し,ま た経 理 内容が 外 部 に 洩れ る とい う懸 念 か ら,シ ステ

ム化 の 必要 性 は 認 め な が らも各組合 員 の シス テ ム参 加 拒 否 を招 く恐 れ

が ある。 これ は給 一与計 算等 の シス テ ムに つい て も全 く同 様 で あ る。

　 これ ら組 合 員 の 社 内 情報 シス テ ム化 に 当た って は,組 合 員 の合 意 も

さ る ことな が ら,協 同組 合 等 と組合 員 の 信頼 感,協 同組 合 等 の強 力 な

指 導 体制 が不 可 欠で ある。

　 　　 　　 　　 　 　　 　　 -122一
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5・　 シ ス テ ム 運 営 体 制

5.1　 運 営 主 体

⑨

D

　 運 営主 体 は 当 然 の事 な が ら参 加 事業体 で あ る協 同組合 等 及 び 組 合 員 であ

り,し た が って協 同組 合 等 及 び組 合 員 が シ ステ ム全 体 の最 高 の意 志 決 定 機

関 であ る と言 え るが,実 際 に シ ステ ム を効 率 良 く運 営 してい くため には,

そ れ な りの 機 関(中 央 セ ンター)が 必 要 で あ る。

　 機 能 的 には 中央 セ ンタ ー は次 の よ うな 役 割 を担 う。

(1)経 営 管 理

　 　 中央 セ ンタ ー全 体 の経 営 に 関す る業 務 及 び シス テム 全 体 の 方針 ・政 策

　 等 の計 画 ・立 案 を行 う。

(2)シ ス テム の 管理 ・運 営

　 　 即 時 処理,一 括処 理 を含 めた シ ス テ ム全 体 の管 理 ・運 営 を 行 うと と も

　 に,ハ ー ドウエ アの 故障,ソ フ トウエ ア の障 害,各 種 トラ ブル,苦 情等

　 に対 して 迅速,適 切 な処 置 を 行 う。

　 　 また コ ン ピ ュー タ では 処 理 不可 能 な 例 外 的事 項 に関 して も,速 や か に

　 対 処 で き る よ うに す る。

(3)　 シ ス テ ム の啓 蒙

　 　 様 々 な情 報 伝 達媒 体 を駆 使 して シス テ ムの啓 蒙 を図 り,参 加事 業 体 の

　 加 入 を促 進 す る。 そ の結 果 と して,求 荷 ・求 車 等 の輸 送 情 報量 が 増 え,

　 よ り効率 的 で斡旋 率 の高 い 共 同輸 送 を 実 現 す る こ とが で き る。

(4)サ ー ビス活 動

　 　 種 々 の角 度 か ら情 報 を 収 集 ・交換 ・分 折す る こ とに よ って,新 需要 の

　 開拓 ・喚 起 を促 し,参 加事 業 体 へ のサ ー ビス活 動 を展 開 す る。

(5)　 シ ス テム 監査
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　　 シ ス テ ムが 正 常 にかつ 効 率 良 く行 われ て い る か,あ らゆ る観 点 か ら監

　 査 し,必 要 に応 じて シス テ ム の改 善 を行 う。

(6)　シ ス テ ムの 教 育 ・指 導

　　 参 加事 業 体 に 対 し て シス テ ム教 育 を行 い,人 材 を育 成 す る。 また参 加

　 事 業 体か ら の相 談 に対 して適 切 な る ア ドバ イス,指 導等 を行 う。

(7)新 シス テ ム の研 究 ・開発

　　 現 状 シス テ ム に拘泥 せ ず,新 しい 輸 送体 制 即 応 した 新 シ ス テム につ い

　 て研究 ・開発 を行 う。

(8)総 務 管理

　　 中 央セ ンター 運 営 の全 般 に関 し て,総 務 管 理 を行 う。

　　 これ らの機 能 を 持 つ 中央 セ ンター を ど こに置 き,ど の よ うな 形態 にす

　 る か とい った問 題 に次 に 出て くる。

　　 当 シス テ ムは,あ くま で も中小 運 送業 界 にお け るシス テ ム 開発 時 の1

　 つ の指針 を示 す た め の もの であ り,技 術 的な 側 面 か ら調 査研 究 等 を行 う

　 もので あ るた め,運 営主 体 の組 織 ・形態 とい った 問題 は 当 シス テム では

　 取 り上 げ るべ き範曝 では ない もの と考 え られ るが,協 同 組合 等 を中 心 と

　 した 中小 運送 業 界 の効 率 的シ ス テ ム運 営 とい う立場 か らすれ ば,次 の よ

　 うな条 件 を持 った 事業 体 が望 ま しい と思 われ る。

　　 0　 電 話 等 に よ る共 同輸 送 の経 験 が豊 富 で あ る こ と

　　 傘　 共 同輸 送 以 外 に も協 同 組合 等 の 業 務 全般 に精通 して い る こ と

　　 章　 協 同組 合 等 に対 しての 指導 力が あ る こ と

　　 0　 シ ス テ ム運 営 の た め の人材 が備 わ ってい る こ と

■

5.2　 共同輸送斡旋規約

　共 同 輸送 の 円滑 な実 施 に当 た っては,中 央 セ ンター と参 加 協 同組 合 等 間

で 明確 な形 で斡旋 の た めの と り㌍ め が 必要 であ る。
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　 共同輸送以外 の業務(協 同組合等及 び組合員 の各種業務)に ついては,

協 同組 合等 の コ ン ピ ュー タ を 用い て一 括 処 理 を 行 うた め,協 同組 合 等 と組

合 員 間 での と り決 めが 必要 とな る。

　 こ こでは共 同輸 送 に関 しての 中央 セ ンタ ー と参 加 協 同組 合 等 間 の と り決

め につ い て,必 要 で あ ろ うと思 われ る項 目を列 挙す る。

(1)　 目的

(2)事 業 概 要

(3)参 加 資格

(4)参 加 手続

(5)斡 旋 範 囲

(6)　斡旋 方法

(7)斡 旋手続

(8)運 賃精算

(9)手 数料

⑩ 　責任

ω 　事故処理

②　禁止事項及び罰則

θ　利用料金

⑭　その他

, 5.5　 システム利 用 手順

　 当 シス テ ム を利 用 す る場 合,ま ず 問題 に な るの がシ ス テ ム構 築 の仕 方 で

あ る。 つ ま り,協 同組 合 等 及 び組 合員 の 業 務 の シ ステム 化 を最 初 に行 い,

シ ステ ム化 の体制 が整 った 時 点 で共 同輸 送 の シ ス テム化 を行 う(図5-1)

の か,あ るい は 有志 の 協 同組 合 等 が集 結 して共 同輸 送業務 の シ ス テ ム化 を

行 い,逐 次参 加事 業 体 を増や す と と もに協 同組 合 等及 び 組合 員 の 業 務 の シ
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ス テ ム化 も進 め て い く(図5-2)の か,と い っ た 問 題 で あ る。

○⑧

○○ 、

協同
組合等

中 央

センター

℃
図5-1　 シ ス テ ム構 築 例1

協同
組合等

○
　　　　　毒麦

σ

協同
組合等

中央

センター

図5-2　 シ ス テ ム構 築 例2

　第1章 で 説 明 した よ うに,協 同組 合 では コン ピ ュー タ を 導 入 して様 々 な

業 務 のシ ステ ム化 を図 り成功 した 例 が あ るが,共 同 輸送 に関 して の シス テ

ム化 の成 功例 は 今 の と ころ無 い。 これ は共 同 輸 送 の歴 史 が浅 い こ と もさ る
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こ となが ら,共 同輸 送 の シ ス テ ム化 が非常 に難 しい ことを 示 唆 して い る。

　 こ の よ うな点 か ら 「3.2　 シ ス テム の 前提条 件 」 で記述 した よ うに,現

時点 では,協 同組 合 等 及 び組 合 員 の各種 業 務 か ら段 階 的kシ ス テ ム化 を 図

る のが望 ま しい よ うに思 わ れ るが,こ れ は 協 同組 合 等 の一 般論 的な 考 え 方

であ って,共 同輸 送 が メイ ン業 務 であ る とい う協 同組 合 等 もあ り,一 概 に

1つ のパ タ ー ン で進 む のは 問題 が あ る。

　 したが って,一 方 では 中央 セ ン ター と協 同 組合 等 とを オ ン ライ ン で接続

して共 同 輸 送 を実 施(こ の 中 に は共 同 輸送 業 務 の み をシ ス テ ム化 してい る

協 同組 合 等 と,共 同 輸 送 業務,協 同組 合等 及 び 組合 員 の 各 種 業 務 の 両方 を

シ ス テ ム化 して い る協 同組 合 等 とが あ る)し,一 方 では 共 同 輸 送 には参 加

せず,協 同組 合 等 及 び 組合 員 の各 種業 務 の み の シ ス テ ム化 を 実 施 す る とい

うよ うな 混在型 が 現 実 的 なパ ター ンでは な い か と考 え られ る。(図5-3,

表5-1を 参 照 の 事)

○

⑳

℃
○

図5-3　 シ ス テ ム構 築 例3
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表5-1　 シ ス テ ム参 加 形 態

共 同 輸 送 の 参 加 形 態 協 同組合等及び組合員 の

各種業務の システム化電話等による参加 オンライン処理への参加

○
○ ○
○
○ ○

○
　 協 同組 合 等 では,当 シ ス テムへ 参 加 す る場 合,ま ず どの業 務 へ どの よ う

な 形 で参 加 す るの か を 考 えて お かな け れば な らな い。

　 当 シ ス テ ム では協 同 組合等 の諸 事 情 を考 慮 して,電 話,フ ァクシ ミ リ等

の情 報伝 達 媒 体 を通 じて斡旋 作業 を進 め る 方法,テ レフ ォ ンター ミナル 等

の簡 易端 末 装 置 を用 い て 中央 セ ンター と情 報交 換 を行 う方 法,協 同 組合 等

及 び組合 員 の業 務 の一 部 も同時 に行 うため,イ ンテ リジ ェン ト ・タ ー ミナ

ル 等 を導 入 す る方法,そ して協 同組 合 等及 び組 合 員 の殆 どの業 務 も同 時 に

シ ス テム 化す る ため にオ フィス ・コン ピ ュー タ あ るいは 小 型 コン ピ ュー タ

を 導入 す る方法 の4段 階 を 想定 してい るた め,こ の中 か ら 自協 同組 合 等 に

最 適な 方 法 を検 討 す る必 要 があ る。

(1)　共 同 輸 送 業 務 だけ に参 加す る場合

　 　 この 場 合 は,電 話 ・フ ァ クシ ミ リ等 を用 い て情 報 交 換 を行 うか,あ る

　 い は簡 易 端 末 装置 を 利用 してオ ン ライ ン処 理 を行 うか の選 択 であ る。

　 (近 い 将 来 共 同輸 送 以外 の 業務 の シ ス テ ム化 も行 う意 向が あ る場 合 は イ

　 ン テ リジ ェ ン ト ・タ ー ミナル,オ フ ィス ・コ ン ピュー タあ るい は 小型 コ

　 ン ピュ一 夕 を導 入 す る こ とも考 えて お く必要 が あ る。)情 報 の送 信 ・受
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　 信 がデ ィス プ レイ端 末装 置 の よ うにス ムーズ ではな いが,買 取 価 格35

　 万 円 とか な り安 価 で しか も電 話 等 よ りも迅速 に斡旋 情 報 が 得 られ るテ レ

　 フ ォンター ミナル は,共 同 輸送 業 務 だ けの シ ス テ ム化 を 図 る場 合 には 非

　 常 に有 力な 機 器 で あ る と言 え る。

(2)協 同組 合 等 及 び組 合 員 の 各種 業 務 だ け に参 加 す る場 合

　 　 イ ンテ リジ ェ ン ト ・ター ミナル は,あ くまで も端 末 装 置 であ り,端 末

　 装 置 に処 理 機 能 が付 加 された とい う意 味合 い が強 く,端 末 と して の機 能

　 を 多 く有 して い る。 した が って,協 同組 合 等 及 び組 合 員 の 各 種業 務 処 理

　 を行 うには 適 して い な い。

　 　 処 理量;将 来構 想 等 を加味 して オ フ ィス ・コ ンピ ュー タ な り小 型 コ ン

　 ピ ュ一 夕な りを 導入 す る こ と とな るで あ ろ う。

(3)共 同輸 送 業 務及 び 共 同輸 送 以 外 の 業務 の両 方 に参 加 す る場 合

　 　 処 理 量,将 来 構 想 等 を 考慮 し て,イ ン テ リジ ェン ト ・タ ー ミナル,オ

　 フ ィス ・コ ン ピュー タ,小 型 コ ン ピ ュー タ の 中か ら最 適 な ものを 選 択 す

　 る こ ととな る。

　 　 い ず れ に して も,一 挙 にす べ て の業 務 の シ ス テム化 を行 うよ りも,協

　 同組合 等 の体 制 整 備 に合 わ せ て段 階 的 に進 め てい くこ とが望 ま しい よ う

　 に思 わ れ る。

5.4　 移 行 計 画

　 当 シ ス テ ムの 設計 に 当た っては,業 界 の 現状 及 び情 報 機 器 等 を 調 査 す る

と と もに,業 界 の代 表 者 で構 成 す る委 員 会 を設 定 し,そ こで シス テ ム の基

本 構想 ・範 囲 ・機 能 ・処 理概 要 な ど必 要 な 事 項 につい て 審 議 を行 い,設 計

を進 めて きた。 こ うして 設計 した シ ス テ ム の 内容 を説 明 した もの が本 報 告

書 で あ る。

　 昭和55年 度 更 に 綿 密 な る概 要 設計 を 行 い,一 部 につ い て詳 細 設計,模
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擬 実 験 まで 行 う予 定 で あ る。

　 協 同組 合 等 が 当 シス テ ム を導 入す る場 合,お よそ 次の 図5-4に 示 す よ

うな 手順 で進 め るこ とが 必 要で あ る。

適用業務 の選定

図5-4　 シ ス テ ム導 入手 順

、

(1)　適 用 業務 の 選 定

　 　 共 同 輸 送 業務,協 同組合 等 及 び 組合 員 の 各種 業 務 につ いて,ど の業 務

　 か ら利 用 す るの カ㍉ あ るい は両 業 務 を一 挙 にシ ス テ ム化 す るの か を,協

　 同組合 の実 情 に照 ら し合 わせ な が ら,明 確 に方 針 を 決め る必 要が あ る。

(2)参 加 形 態 の決 定
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　 　特 に共 同輸 送 業務 につ い て は,い くつ かの 参 加形 態 が あ るた め,こ の

　 中 で 自協 同組 合 等 に最 適 な もの を選 定 す る必 要 があ る。

(3)導 入 機 種 の選 定

　　適用業務 及び参加形態 の決定 に基づいて,導 入機種を選定す る。

(4)　プ ログラム修正

　　 共同輸送に関しての プログラム修正は必要ないが,協 同組合等及び組

　 合 員の各種業務については,そ れ ぞれ協同組合等あるいは組合員の特殊

　 性があ るた め,標 準的なプ ・グ ラムの手直 しが必要 とな る。

(5)要 員 の訓 練

　 　 当 シ ステ ム を 実施 す る に当た って は,コ ン ピュー タ 及 び 適 用業 務 の 両

　 方 に精通 した 人 が 必 要 で あ り,こ の よ うな 人材 を養 成 した 方 が好 ましい。

　 　 しか しな が ら,当 シ ス テ ム で使 用 す るコ ン ピ ュー タ は,か な 簡 易 な 方

　 法 で操 作 が可 能 なた め,短 期 間 で養 成 で きる もの と思 わ れ る。

(6)　 シ ス テ ム ・テ ス ト

　 　 す べ て の プ ロ グ ラム修 正 が完 了 した 時点 で,デ ー タ を 入 力 し,最 終 時

　 点 にお、・て 出 力 され る情 報 の結 果 が 正 しい もので あ るか テ ス トし,シ ス

　 テ ム全体 の 信 頼 度,効 率 等 を 評 価す る。 この 時点 で 使 用す るデ ー タ には

　 種 々の 条件 を持 た せ,シ ステ ムが そ れ らす べ て に正 確 に対 応 で き る こ と

　 を確 認 す る。

(7)並 行 作 業

　 　 シ ス テ ム ・テス トが終 了 す る と,本 稼 動 へ と移行 す るわ け で あ るが,

　 テ ス トが ス ム ーズ に 運 ん で も本 稼動 で実 際 の デー タ を 使用 す る と,思 い

　 が け な い事 態 が 生 じ る場 合 が ま まあ る。 そ の た め当 初 の一 定 期 間 は,多

　 少 煩 雑 で は あ って も,コ ン ピ ュー タ 処 理 と手 作 業 で の処 理 とを並 行 し て

　 行 うことが不可 欠である。

⑧　 実　施

　 　　シ ス テム ・テ ス ト,並 行 作業 と も完 了 し,す べ ての 処 理 の 確 認が 終 わ

　 　った時 点 で,本 稼 動 とな る。

　 　　 　 　 　 　　 　 　 　 　　 　 　 -131一
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6.今 後 の 課 題

q

δ

z
撃

(1)業 界 サ イ ドにお け る課 題

　 　 先 に 言及 した よ うに,中 小運 送業 界 の シス テ ム化 に 対す る要求 は 強 く,

　 シス テ ム化 に対 す る討議 が熱 心 に行 わ れ てい るが,例 えば 共 同輸 送 を例

　 に と って み て も,業 界全体 としての 統一 的 な動 きは まだ第一 歩 を 踏 み 出

　 した に 過 ぎない。

　 　 共 同 輸 送 の よ うに 多 くの 事 業体 が参 加 して広 域 的な 情 報処 理 を 実施 す

　 る必要 が あ る もの につ いて は,業 界 が一 致 団 結 して シス テ ム化 を推 し進

　 め る こ とが 不可 欠 で あ る。

　 　 そ の た め には ・ 協 同組合 等 及 び組 合 員 の立 場 にた って,現 在 様 々な 形

　 で行 わ れ て い る共 同輸送 の メ リ ッ ト ・デ メ リ ッ ト等 を 見極 め,コ ン ピ ュ

　 一 夕 サ イ ドか らだ けで な く,幅 広 い視 野 に立 って,シ ス テ ム を構 築 す る

　 こ とが 肝 要 で はな い か と考 え られ る。

　 　 次 に当 シ ス テ ムの 内容 に つ いて 考 え て み る と,入 力伝 票,出 力帳票,

　 コー ド体系 等 を1つ の 指針 と して明 示 した が,業 界全 体 と して,よ り現

　 実 的 な もの にす るた め には,業 界の 代 表者 で構 成 され る 「統 一 伝 票検 討

　 委 員 会 」(仮 称),　 「コー ド設計 委員 会 」(仮 称)等 で十 分 検 討 された

　 上 で,実 際 に協 同 組合 等 及 び組 合員 に暫 時使 用 して も らい,そ の結 果 を

　 フ ィー ドバ ックして,最 終 的 な伝票 ・コー ド等 を決定 す べ きで あ る。

　 　 以 上 の 各検 討 に よ り,シ ス テ ム化 の 方 向が 決定 した時 点 にお い ては,

　 シ ス テ ム の啓 蒙 ・普及 を 図 り,協 同組 合 等 及 び組 合員 に シス テ ム化 の必

　 要 性,費 用,効 果等 を 明確 な形 で提示 し,参 加 事 業体 を増 や して,よ り

　 効 果 的 な シス テ ムの構 築 を 図 る こ とが必 要 で あ る。

(2)　 コン ピュー タ 処 理上 の 課題
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　 当 事 業 では,昭 和53年 度 に各種 調 査 研究 か ら基本構 想確 立 の一 部 ま

で行 い,昭 和54年 度 は 更 に概 要 設計 の 大部 分を 行 うことが で きた。 昭

和55年 度は,過 去2年 の実 績 を踏 まえ て,当 シス テ ムの 中 核部 分で あ

る共 同 輸 送業 務 につ い て,詳 細 設 計,模 擬 実験 を行 う予定 であ る。 この

模 擬 実 験 を通 して 当 シ ス テ ム の持 つ様 々な 問題 点 を浮 き掘 りに し,よ り

現 実 的 ・効 果 的 な シ ス テ ム構 築 を行 うわ けで あ る。

　 共 同 輸送 業 務 の コ ン ピ ュー タ処 理上 の問 題 点は 模 擬 実験 に よ り,あ る

程 度 解 決 で き る と思 わ れ るが,共 同 輸 送以 外 の協 同組 合 等及 び組 合 員 の

各種 業 務 につ いて も,模 擬 実験 は 行 わ な い まで も,よ り詳 細 な る検 討 を

加 え てい く予定 で あ る。

　 また,対 象業 務 とし て,こ れ まで に設 計 した 内容 で 十 分 であ るか否 か

とい う検 討 の 必 要性 を認 識 して,よ り大 規模 な情 報処 理 ネ ッ トワー クシ

ス テム の構 築 を 考 え る上 で重 要 で あ る と思 われ る道路 混雑 状 況 な どの交

通 情 報,ど の 方 向 に どの位 の 荷物 が あ り,ど の方 向 に どの位 の 車輌 が動

い てい るか とい った 輸送情 報,運 転者 の 宿 泊,休 憩 な どの照 会 ・予 約 を

す るた め の施 設 ・設備 情 報 な どにつ い て も念頭 に入 れ て,今 後 シ ス テム

化 を進 め てい く方針 で あ る。
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